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要
冒
 近年の食生活と生活様式の変化につれて,本邦でも顕性或いは潜在性の糖尿病は漸次増加の傾
 向にあり,又,糖尿病前症が巨大児,流早産,胎児死亡,奇形,妊娠中毒症加よび羊水過多症な
 どと関連があるといわれ,産科学的に重要な問題の一つとなりつ、ある。然ろに,本邦では妊娠
 との関連に論いて,この方面の検討を行なった業績が殆んど見当らない。そこで,著者は吾教室
 をはじめとする本邦産婦人科大病院の材料について,臨床観察を行なうとともに,実験糖尿病家
 兎胎盤の病理組織学的検索をも試みた。
 研究対象および研究方法
 一般妊婦訟よび新生児に関する観察:昭和35年以降に吾教室外来を訪れた5か月以上の妊婦
 6,104例を対象として尿糖の定性於よび定量試験を施行し,必要に応じて秤負荷試険,ブレド
 ニゾ・ン。ブドウ糖負荷試験を行ない,糖尿の頻度,,糖尿の持続,合併症の観察,新生児の発育,
 巨大児出産者の糖負荷試験などの観察を行なった。
 本邦産婦人科大病院にむける糖尿病妊婦の統計的観察コ960年より1964年までの5か
 年闘に診ける全国大学および主要病院の妊婦につき,糖尿病を調査し,糖尿病妊婦の頻度,分娩
 瞳式,妊娠中毒症との合併・糖尿病に対する妊娠の影響,新生児体重沿よび胎盤重f、士などを統計
 白勺1て観察しフセ。
 胎盤の病理組織学的観察:吾教室で得られた糖尿病および境界領域の胎盤を組織学的に観察す
 ると共に,アロキサ,ソ投一与により家兎に実験的糖尿病を作り,血糖値とその持続の程度により重
 症,中等症お、並び軽症に分けて,争の胎盤を検索した。
 叢
セ
{
 成績および考按
 吾教室外来妊婦義104例の検索では尿糖陽性者は約9%に認められたが,胃性糖尿が大部分
 で糖負荷試験の結果境界領域と診断されたもの27例,糖尿病と診断されたものはて例であった。
 この28例についてみると妊娠中毒症の合併頻度が有意に高かったが,巨大児出生率,分娩障害
 むよび羊水過多症の合併率は対照との蘭に有意差がなかった。併し、逆に巨大児分娩者の検査で
 は境界領域,糖尿病共に多いことを知った。本邦各大学および主要病院に壽ける襟尿病妊婦の調
 査では・㌫・尿病が全ぐ存在しなかったり9施設を除く16病院で計52例の穂尿病妊婦を発見し
 た。これを検討してみると196旧年より書964年まで年毎にその頻度が上昇し,マ960年
 0.034%であった糖尿病妊婦の発見率が1964年にはao82%と上昇している。5か年の
 平均は0.954%であった。これら纏旅病症例は妊娠中毒症の合儀頻度,早産むよび子宮内胎児
 死亡の頻度が有意に高かった。また・稲尿病は妊娠経過によりその程度が悪化する傾向があった。
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 以上の調査成績から本邦においても,妊婦糖尿,更に騨尿病の頻度は年々増加の傾向にあること
 が明らかと乗った。また・利尿病妊婦には早産や胎.児死亡が多く・粗尿病が妊娠の正常な持続に
 重大な障害となることを示している。粉尿病妊婦より得た胎盤を病理組織学的に検索してみると,
 籾尿病胎盤に特有な所見は輔.絨毛の間質にお・ける多数の小空胞の形成であり,この変化は毛細
 血管の増生像に他ならないことを鍍銀染色などにより確め得た。この所見は境界領域の症例の胎
 盤にも比較的著明に認めることが出来た。糖尿病胎盤の組織変化についての業績をみると,R飢8
 らは絨毛間質の空胞変性をその特異像としてあげているが,著者の観察した毛細管増生像の誤認
 と考えられる。実験的糖尿病胎盤を組織学的に検索した業績は未だない。著者はアロキサン投.与
 によサ惹起した糖尿病家兎の胎盤を組織学的に検索したが,終始血糖値500mg/d.昆以上を示・・
 した重症例と,500皿g/d旦～150mg/a巳を示した中等症例には迷路層に人胎盤に認めた同
 様の毛細血管増生像を認めた。併し,尿糖の持続的陽性を認めなかった軽症例にはこれらの組織
 学的変化を認めることが出来なかった。分娩後の胎盤検査に於いも,これら糖尿病所見に溜意し
 ているならば,分娩時不織のうちに経過した糖尿病を胎盤組織学的所見から発見することも可能
 となる。
結 論
 1)最近5カ年間グ)当科外来妊婦6,104例中糖尿陽性者は550例(90%)であった。
 うち,糖・負荷試験・プレドニゾ・ン。ブドウ粉負荷試験によ1り境界領域27例,糖尿病1例を発
 見した。
 2)この調査では中毒症の合併が甚だ多かった他は・羊水過多症,巨大児など従来指摘され
 ている合併症は対照との間にその頻度の有意差はなかった。然し,逆に巨大児分娩者の追及では
 約21%に糖尿病および境界例を認め得た。
 5)本邦王要病院の調査では.糖尿病患者の妊娠症例は妊娠中毒症との合併率が非常に高く,
 早産,子宮内胎児死亡なども高率で参り,新生児の体重平均は標準より大きく,胎盤重量も平均
 して大で磨った。
 4)人胎盤の病理組織学的観察の結果,糖尿病に特有な組織変化として末梢絨毛聞質に赴け
 る毛細血管の増生像を認めた。
 5)アロキサン投一与による実験的糖尿病家兎胎盤の組織変化も,迷路層に於ける人胎盤と同
 様の毛細血管増生像であった。
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 審査結果の要旨
 最近,曙尿病前症と巨大児、流早産.胎児死亡.奇形.妊娠後期中毒症などの産科異常との関係
 が重滉されるように且つたが.従来,落尿病の少なかった吾国では.この方面の研究が殆んどなか
 った。著者は本邦に、於けるこの方面の観察をするとともに.糖尿病の胎盤所児を検討し、これを診
 断上に役立てようと如何の如き研究を行っている。
 1)61,04例の妊婦のうち尿糖陽性者は9%で.その大部分は賢性糖尿であった。糖負荷試
 験で境界領域27例,落尿病1例を・1藍認した占これら異常28例について児るに・姙娠中毒症合併
 率は有意に高かったが.巨大児出生率.分娩瞳害、羊水過多准どは必ずしも多く'は存かつた。
 2〕本耶16病院で集計し得た52例の糖尿病妊婦について調査するに.1960年には糖尿
 病頻度O,054%であったが.年1々増加し1964年には0、082%に上昇した。これら糖尿病症
 例では狂1モ娠中毒症の合併率.早産や子宮内胎1尾死亡の頻度が有意に高かった。これらの糖尿病は妊
 娠iの進むとと意1'ご増悪ナるf頃向を菖忍めた。
 5)糖尿病妊婦より得た胎1靱D病理組職掌駒所見のうち特徴的なのは家構絨毛の間質に認めら
 れる多数の小空砲形成であり,これは鍍銀裂色左どにより血管の増生像であることを確認した。
 Rgisらが.この小空胞を空胞変・生と.考・えたが.それは曲管増生を誤認したもののあろ5。左沿
 血管増生は覚界須成遣鋼でも比較自生暗明に認められた。
 4)糖尿病胎盤(ヒト)を得ることが国難なので了・キサン嗜尿病家兎胎盤について検索した
 が、500η～9/d一老の血糖値を示した重症,∫1かよび500～150岬/d.君の中等症例でヒト胎盤
 の糖尿病に見られたと同様の所見があった。本拓では循尿病が少覆いので姙娠中の藩尿病を知らず
 に児逃がすこともあり得るが.分娩・後.督台盤所シi≧に注意」ナれば.この距から糖尿病が発見すること
 も可能になる。
 実験糖尿病の胎盤所見を観察したのは著者が始めてであり,胎盤所見の臨床的意味づナにも著者
 の独創性がもられて居り.学位授一与に価するものと判定した。
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